
「
源
氏
物
語
」
『
光
源
氏
誕
生
』 

◎
授
業
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

必
ず
確
認
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

【
第
四
段
落
】 

  

 

初
め
よ
り
お
し
な
べ
て
の
上
宮
仕
へ
し
給
ふ
べ
き
際
は
あ
ら
ざ
り 

き
。
お
ぼ
え
い
と
や
む
ご 

  

と
な
く
、
上
衆
め
か
し
け
れ
ど
、
わ
り
な
く 

ま
つ
は
さ
せ
給
ふ
あ
ま
り
に
、
さ
る
べ
き
御
遊
び 

  

の
折
々
、
何
事
に
も
ゆ
ゑ
あ
る
こ
と
の
節
々
に
は
、
ま
づ
参
上
ら
せ
給
ふ
。
あ
る
と
き
に
は
、 

    

大
殿
籠
も
り
過
ぐ
し
て
、
や
が
て 

候
は
せ
給
ひ
な
ど
、
あ
な
が
ち
に
御
前
去
ら
ず 

  

◎
「
誰
」
が
主
語
か
？ 

 

「
上
宮
仕
へ
」
と
い
う
単
語
か
ら
、
帝
に
お
仕
え
す
る
人
で
、
打
消

の
助
動
詞
か
ら
「
お
仕
え
す
る
身
分
で
は
無
い
」
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

→
以
上
か
ら
、
桐
壺
更
衣
で
あ
る
。 

語
１ 

語
２ 

尊
敬
ハ
四
・
補

助
動
詞
・
終
止 

（
作
者
→ 

桐
壺
更
衣
） 

当
然
「
べ
し
」
連
体
（
終
止
接
） 

打
消
「
ず
」
連
用
（
未
接
） 

過
去
「
き
」
終
止
（
連
用
接
） 

語
３ 

語
４ 

◎
「
誰
」
が
主
語
か
？ 

 

こ
こ
に
確
定
条
件
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
主
語
は
桐
壺
更
衣
。

で
は
こ
れ
以
降
は
？ 

 

→
こ
こ
に
最
高
敬
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
帝
と
な
り
ま
す
。 

尊
敬
「
す
」
連
用 

（
未
接
）（
作
者
→
帝
） 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・
連
体 

（
作
者
→
帝
） 

語
５ 

語
６ 

語
７ 

謙
譲
ラ
四 

「
参
上
る
」・
未
然 

（
作
者
→
帝
） 

語
８ 

使
役
「
す
」

連
用 

（
未
接
） 

使
役
「
す
」
連
用
（
未
接
） 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・
終
止 

（
作
者
→
帝
） 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・
連
用 

（
作
者
→
帝
） 

語
９ 

語
10 

語
11 

打
消
「
ず
」
連
用 

（
未
接
） 

◎
な
ぜ
尊
敬
で
は
な
く
て
使
役
な
の
か
？ 

 

こ
の
場
面
で
は
、
上
に
つ
い
て
い
る
動
詞
「
参
上
る
」
「
候
ふ
」
は
両
方
と
も
に
桐
壺
更
衣
の
行
動
で
謙
譲
語
。

①
そ
の
行
為
は
桐
壺
更
衣
が
「
自
発
的
に
し
て
い
る
」
の
で
は
な
く
、
帝
が
「
さ
せ
て
い
る
」
行
為
で
あ
る
。 

②
文
章
上
に
書
か
れ
て
は
い
な
く
て
も
、
こ
の
文
の
中
に
は
「
帝
」
や
「
桐
壺
更
衣
」
が
い
る
こ
と
を
認
識
。 

 

→
「
す
」
「
さ
す
」
「
し
む
」
が
尊
敬
語
と
絡
ん
だ
「
せ
給
ふ
」
「
さ
せ
給
ふ
」「
し
め
給
ふ
」
の
時
に
要
注
意
。 

必
ず
尊
敬
の
意
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
役
の
対
象
（
こ
こ
で
は
桐
壺
更
衣
）
が
い
る
か
い
な
い

か
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

謙
譲
ハ
四 

「
候
ふ
」・
未
然 

（
作
者
→
帝
） 

◎
な
ぜ
「
帝
」
へ
の
敬
意
と
な
る
か
？ 

 

こ
の
場
面
で
、
「
誰
」
が
参
上
す
る
の
か
を
考
え
れ
ば

。 

①
「
桐
壺
更
衣
」
が
「
帝
」
の
所
へ
「
参
上
す
る
」 

 

②
「
参
上
る
」
は
謙
譲
語
。
→
動
作
が
及
ぶ
「
帝
」
へ
の
敬
意 

尊
敬
ラ
四
「
大
殿
籠
る
」・
連
用 

（
作
者
→
帝
・
桐
壺
更
衣
） 

語
12 

語
13 



  

も
て
な
さ
せ
給
ひ
し
ほ
ど
に
、
お
の
づ
か
ら
軽
き
方
に
も
見
え
し
を
、 

   

こ
の
皇
子
生
ま
れ
給
ひ
て
後
は
、
い
と
心
こ
と
に 

思
ほ
し
お
き
て
た
れ
ば
、
坊
に
も
、 

   

よ
う
せ
ず
は
、
こ
の
皇
子
の
ゐ
給
ふ 

べ
き 

な 

め
り
と
一
の
皇
子
の
女
御
は
思
し
疑
へ
り
。 

    

人
よ
り
先
に
参
り 

給
ひ
て
、
や
む
ご
と
な
き
御
思
ひ
な
べ
て
な
ら
ず
、
皇
女
た
ち
な
ど
も 

    

尊
敬
「
す
」 

連
用
（
未
接
） 

（
作
者
→
帝
） 

過
去
「
き
」
連
体 

（
連
用
接
） 

最
高
敬
語 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・
連
用 

（
作
者
→
帝
） 

語
14 

過
去
「
き
」
連
体 

（
連
用
接
） 

◎
「
誰
」
が
「
誰
」
に
「
軽
き
方
（
軽
い
家
柄
の
方
）」
に
見
え
た
の
か
？ 

 

①
こ
の
場
面
は
桐
壺
更
衣
が
帝
に
、
常
に
そ
ば
に
扱
わ
れ
た
場
面
。 

 

②
そ
れ
を
周
囲
の
更
衣
・
女
御
が
見
て
い
た
。 

 

③
本
来
帝
の
側
仕
え
は
低
い
家
柄
の
人
物
が
や
っ
て
い
た
。 

→
以
上
で
わ
か
り
ま
す
ね
？ 

語
15 

語
16 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・
連
用 

（
作
者
→
男
皇
子
） 

完
了
「
た
り
」
已
然
（
連
用
接
） 

語
17 

打
消
「
ず
」
連
用
（
未
接
） 

尊
敬
タ
下
二
「
思
ほ
し
お
き
つ
」・
連
用
（
作
者
→
帝
） 

◎
接
続
助
詞
「
を
」（
文

） 

 

「
が
」「
に
」「
を
」
と
い

う
接
続
助
詞
は
逆
接
・
順

接

両

方

の

確

定

条

件

（
「
が
」
に
は
順
接
は
な

い
」）
の
意
味
も
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
。 

 

こ
こ
で
は
逆
接
確
定
条

件
（
〜
ガ
） 

※
こ
こ
ま
で
は
周
囲
の
女

御
・
更
衣
が
主
語
。
こ
の

後
、
主
語
は
か
わ
り
ま
す
。 

◎
こ
こ
の
主
語
は
？ 

 

「
〜
見
え
し
を
」
の
所
で
主
語
は
「
周
囲
の
女
御
・
更
衣
」
か
ら
か
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
で
は
誰
か
？ 

 
 

→
こ
こ
に
敬
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
帝
」
と
見
る
の
が
正
解
で
し
ょ
う
。 

◎
引
用
の
「
と
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
上
の
部
分
は
「
一

の
皇
子
の
女
御
（
第
一
の
皇
子
の
母
の
女
御
）
が
「
思
し
疑
」

っ
た
こ
と
と
わ
か
る
。
で
は
ど
こ
か
ら
か
？ 

 
 

→
こ
こ
に
確
定
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
後
に
主

語
が
か
わ
る
と
判
断
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
「
思
し

疑
」
っ
た
内
容
は
「
坊
に
も
〜
な
め
り
」
ま
で
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

当
然
「
べ
し
」
連
体
（
終
止
接
） 

断
定
「
な
り
」
連
体
（
連
体
・
体
言
接
） 

推
定
「
め
り
」
終
止
（
終
止
接
） 

撥
音
便 

 

存
続
「
り
」
終
止
（
サ
未
四
已
接
） 

語
18 

◎
「
こ
の
皇
子
」
っ
て
誰
の
こ
と
？ 

 

「
こ
の
皇
子
」
が
生
ま
れ
て
、
帝
は
「
心
こ

と
に
思
ほ
し
お
」
い
て
、
そ
れ
を
見
た
「
一
の

皇
子
の
母
が
疑
う
わ
け
で
す
か
ら
、
一
の
皇
子

で
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
、
生
ま

れ
た
「
男
皇
子
」
と
な
り
ま
す
。 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・ 

終
止 

（
一
の
皇
子
の
女
御 

→
男
皇
子
） 

◎
な
ぜ
こ
の
敬
意
は
「
一
の
皇
子
の
女
御
」
か
ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

 

他
の
敬
語
は
地
の
文
（
通
常
の
文
）
で
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
「
作
者
」
か
ら
。 

こ
の
部
分
は
「
一
の
皇
子
の
女
御
」
が
思
っ
て
い
る
部
分
な
の
で
会
話
文
に
準
じ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
場
合
は
、「
そ
の
会
話
を
し
た
人
」、「
そ
の
内
容
を
考
え
た
人
」
か
ら

の
敬
意
に
な
る
こ
と
に
注
意
す
る
。 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・
連
用 

（
作
者
→
一
の
皇
子
の
女
御
） 

謙
譲
ラ
四
・「
参
る
」
・
連
用 

（
作
者
→
帝
） 

◎
「
誰
」
が
ど
の
「
人
」
よ
り
先
に
「
参
り
給
」
っ
て
い
る
の
か
？ 

 

こ
の
部
分
の
話
題
の
中
心
は
「
一
の
皇
子
の
女
御
」
で
す
。
彼

女
が
「
参
る
」
の
は
帝
に
対
し
て
で
す
。
ま
た
、
帝
に
は
他
に
も

多
数
の
女
御
・
更
衣
が
「
参
」
っ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
こ
こ
は
、

「
一
の
皇
子
の
女
御
」
が
「
他
の
女
御
・
更
衣
」
よ
り
も
先
に
「
帝
」

に
「
参
り
給
」
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

二
方
面
の
敬
語 

 

語
19 

語
20 

語
21 

◎
「
誰
」
の
「
誰
」
に
対
し
て
の
「
や
む
ご
な
き
御
思
ひ
（
大
切
に
思
う
お
気
持
ち
）
」
な
の
か
？ 

 

 

上
の
「
人
よ
り
先
に
参
り
給
ひ
て
」
の
記
述
は
、「
一
の
皇
子
の
女
御
」
が
他
の
女
御
・
更
衣

に
比
較
し
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

→
そ
の
記
述
か
ら
判
別
す
る
と
、「
一
の
皇
子
の
女
御
」
を
「
や
む
ご
と
な
」
く
「
御
思
」
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
帝
」
の
「
一
の
皇
子
の
女
御
」
に
対
し
て
の
「
御
思
ひ
」

と
い
う
答
え
が
出
て
く
る
。 



   

お
は
し
ま
せ
ば
、
こ
の
御
方
の
御
い
さ
め
を
の
み
ぞ
な
ほ
煩
は
し
う
、
心
苦
し
う
思
ひ
聞
こ
え 

  

さ
せ
給
ひ
け
る
。
か
し
こ
き
御
か
げ
を
ば
頼
み
聞
こ
え
な
が
ら
、
お
と
し
め
疵
を
求
め
給
ふ
人 

       

は
多
く
、
わ
が
身
は
か
弱
く
も
の
は
か
な
き
あ
り
さ
ま
に
て
、
な
か
な
か
な
る 

も
の
思
ひ
を 

  

ぞ
し
給
ふ
。
御
局
は
桐
壺
な
り
。 

  

尊
敬
「
さ
す
」 

連
用
（
未
接
） 

（
作
者
→
帝
） 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・
連
用 

（
作
者
→
帝
） 

尊
敬
サ
四
・「
お
は
し
ま
す
」・

已
然
（
作
者
→
皇
女
） 

語
22 

過
去
「
け
り
」 

連
体
（
連
用
接
） 

最
高
敬
語 

◎
「
こ
の
御
方
」
と
は
誰
か
？ 

 

こ
の
文
の
最
後
は
帝
へ
の
最
高
敬
語
で
終
わ
っ
て
い
る
。 

 

→
こ
の
文
の
主
語
は
「
帝
」。「
帝
」
に
「
い
さ
め
」（
意
見
）

を
申
し
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
文
の
中
で
は
「
一
の
皇

子
の
女
御
」
だ
け
で
あ
る
。 

語
23 

謙
譲
ヤ
下
二
・
補
助
動
詞
・
連
用

（
作
者
→
一
の
皇
子
の
女
御
） 

語
24 

語
25 

謙
譲
ヤ
下
二
・
補
助
動
詞
・
連
用 

（
作
者
→
帝
） 

◎
な
ぜ
こ
の
「
聞
こ
ゆ
」
は
「
一
の
皇
子
の
女
御
」
へ
の
敬
意
と

な
る
の
か
？ 

 
 

謙
譲
語
は
「
動
作
が
及
ぶ
人
へ
の
敬
意
」
と
な
り
ま
す
。「
聞

こ
ゆ
」
の
上
の
「
思
ふ
」
行
為
を
し
て
い
る
の
は
帝
。
そ
の
思

い
が
及
ん
で
い
る
の
が
一
の
皇
子
の
女
御
と
考
え
ら
れ
れ
ば
、

敬
意
の
方
向
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。 

◎
接
続
助
詞
「
な
が
ら
」
（
文

） 

 

①
二
つ
の
動
作
の
並
行
（
〜
ナ
ガ
ラ
／
〜
マ
マ
デ
）
→
現
代
語
と
同
じ
意
味
。
こ
の

意
味
の
場
合
は
問
題
に
な

り
に
く
い
。 

 

②
逆
接
の
確
定
条
件
（
〜
ガ
／
〜
モ
ノ
ノ
）
→
こ
の
意
味
が
大
事
。
き
ち
ん
と
覚
え 

て
お
く
こ
と
！ 

 

こ
こ
は
②
の
意
味
に
な
る
。 

 

※
１ 

状
態
を
表
し
て
「
〜
マ
マ
ノ
状
態
デ
」
と
訳
す
と
い
い
場
合
も
あ
る
。 

（
①
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
） 

 
 

 

 
 

※
２ 

名
詞
・
副
詞
に
つ
く
と
「
〜
ノ
マ
マ
（
デ
）」「
〜
全
部
」
の
意
味
に
な
る
。 

 
尊
敬
ハ
四
・ 

補
助
動
詞
・
連
体 

（
作
者
→
人
） 

語
26 

◎
誰
を
「
お
と
し
め
」、
誰
の
「
疵

を
求
め
」
る
の
か
？ 

 

こ
こ
の
「
人
」
は
、
周
囲
の
女
御
・

更
衣
。
そ
れ
ら
が
誰
の
こ
と
を
さ

げ
す
ん
で
、
誰
の
欠
点
を
探
し
た

が
る
か
は
、
こ
こ
ま
で
読
め
ば
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、「
人
」
に
敬
語
が
使

わ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
さ
げ
す
ま

れ
て
欠
点
を
探
さ
れ
る
相
手
は
、

「
人
」
よ
り
も
身
分
が
低
い
と
わ

か
り
ま
す
。 

語
27 

断
定
「
な
り
」・
連
用 

（
連
体
形
・
体
言
接
） 

語
28 

語
29 

尊
敬
ハ
四
・
補
助
動
詞
・
連
体 

（
作
者
→
桐
壺
更
衣
） 

◎
「
な
か
な
か
な
る
も
の
思
ひ
」
と
は
？ 

 
 

「
な
か
な
か
な
り
」
に
は
「
か
え
っ
て
〜
し
な
い
（
さ
れ
な
い
）
方
が
ま
し
だ
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
さ
れ
な
い
方
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
を
さ
れ
る
と
「
お
と
し
め
疵
を

求
め
」
ら
れ
、
「
わ
が
身
」
は
「
か
弱
く
も
の
は
か
な
き
あ
り
さ
ま
」
で
あ
る
と
思
い
知
ら
さ
れ

る
か
ら
で
す
。 

 
 

 

→
「
わ
が
身
」
と
は
桐
壺
更
衣
で
あ
り
、
桐
壺
更
衣
が
受
け
る
こ
と
で
蔑
ま
れ
欠
点
を
探
さ

れ
る
理
由
と
な
る
こ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
帝
の
ご
寵
愛
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

係
助
詞
（
強
意
） 

結
び
：
連
体 

断
定
「
な
り
」・
終
止 

（
連
体
形
・
体
言
接
） 



【
語
句
の
意
味
】 

 

１
．
お
し
な
べ
て 

 

（
副
）
①
す
べ
て
。
②
（
下
に
助
詞
「
の
」
を
伴
っ
て
）
ふ
つ
う
。
あ
り
き
た
り
。 

 

２
．
上
宮
仕
へ 

 
 

（
名
）
常
に
天
皇
の
そ
ば
近
く
に
い
て
、
そ
の
用
事
を
つ
と
め
る
こ
と
。 

 

３
．
上
衆
め
か
す 

 

（
形
シ
ク
）
貴
人
ら
し
い
様
子
で
あ
る
。
貴
人
ら
し
く
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。 

 

４
．
わ
り
な
し 

 
 

（
形
ク
）
①
道
理
に
合
わ
な
い
。
無
理
だ
。
②
並
々
で
は
な
い
。
は
な
は
だ
し
い
。 

③
耐
え
が
た
い
。
つ
ら
い
。
④
仕
方
が
な
い
。
や
む
を
え
な
い
。
→
こ
P219

No.233 

 

５
．
ま
つ
は
す
［
纏
は
す
］
（
サ
四
）〈
自
〉
ま
と
い
つ
く
。
つ
き
ま
と
う
。〈
他
〉
ま
と
い
つ
か
せ
る
。
絶
え
ず
そ
ば
に
付
き
添
わ
せ
る
。 

 

６
．
さ
る
べ
き 

 
 

（
連
語
）
①
（
そ
う
す
る
の
が
）
適
当
な
。
ふ
さ
わ
し
い
。
②
そ
う
な
る
は
ず
の
。
そ
う
な
る
運
命
の
。

③
立
派
な
。
そ
れ
相
応
の
。
→
こ
P150

No.149 

 

７
．
遊
び 

 
 

 
 

（
名
）
管
弦
の
遊
び
。
→
こ
P74

No.54
欄
外 

 

 

８
．
ゆ
ゑ
［
故
］ 

 

（
名
）
①
理
由
。
わ
け
。
②
品
格
。
由
緒
。
③
風
情
。
趣
。
→
こ
P269

No.300 

 

９
．
参
上
る 

 
 
 

（
ラ
四
）（「
上
る
」
の
謙
譲
語
）
高
貴
な
場
所
に
参
る
。
参
上
す
る
。 

 

10
．
大
殿
籠
も
る 

 

（
ラ
四
）（「
寝
」「
寝
ぬ
」
の
尊
敬
語
）
お
や
す
み
に
な
る
。
→
こ
P173

No.176 

 

11
．
や
が
て 

 
 
 

（
副
）
①
そ
の
ま
ま
②
す
ぐ
に
→
こ
P62

No.45 

 

12
．
候
ふ 

 
 
 
 

（
ハ
四
）
①
（「
あ
り
」「
を
り
」
の
謙
譲
語
）（
高
貴
な
方
の
お
そ
ば
に
）
お
仕
え
す
る
。
伺
候
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
（「
あ
り
」「
を
り
」
の
丁
寧
語
）
あ
り
ま
す
。
お
り
ま
す
。
ご
ざ
い
ま
す
。 

③
（
丁
寧
語
の
補
助
動
詞
）
〜
（
ご
ざ
い
）
ま
す
。
〜
で
す
。
→
こ
P166

No.166 

 

13
．
あ
な
が
ち
な
り 

（
形
動
ナ
リ
）
①
無
理
や
り
だ
。
強
引
だ
。
②
む
や
み
だ
。
は
な
は
だ
し
い
。
→
こ
P224

No.241 

 

14
．
も
て
な
す 

 
 

（
サ
四
）
①
振
舞
う
②
取
り
扱
う
。
取
り
計
ら
う
。
③
も
て
は
や
す
。
大
切
に
扱
う
。
→
こ
P188

No.192 

 

15
．
お
の
づ
か
ら 

 

（
副
）
①
自
然
に
。
ひ
と
り
で
に
。
②
偶
然
に
。
た
ま
た
ま
。 

③
（
仮
定
・
推
量
の
表
現
を
伴
っ
て
）
万
一
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
。
→
こ
P134

No.126 

 

16
．
心
こ
と
な
り 

 

（
形
動
ナ
リ
）（
心
構
え
や
気
配
り
、
内
容
や
趣
な
ど
が
）
他
と
比
べ
て
際
立
っ
て
い
る
様
。
格
別
で
あ
る
さ
ま
。 

 

17
．
思
ほ
し
お
き
つ 

（
タ
下
二
）
（
「
思
ひ
掟
つ
」
の
尊
敬
語
）
お
思
い
に
な
っ
て
取
り
計
ら
う
。
思
い
定
め
な
さ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18
．
坊 

 
 
 

 
 

（
名
）
皇
太
子
の
御
所
。
転
じ
て
皇
太
子
の
こ
と
。 

 

19
．
思
し
疑
う 

 
 

（
ハ
四
）（「
思
ひ
疑
ふ
」
の
尊
敬
語
）
疑
念
を
お
抱
き
に
な
る
。
気
が
か
り
に
お
思
い
に
な
る
。 

 

20
．
な
べ
て
な
ら
ず 

（
連
語
）
並
々
で
は
な
い
。
格
別
だ
。
→
こ
P136

No.130
欄
外 

 

21
．
皇
女 

 
 
 

 

（
名
）「
皇
子
」
と
同
じ
。
帝
の
娘
。 

 

22
．
い
さ
め 

 
 
 

（
名
）
①
〈
禁
め
〉
禁
制
。
戒
め
。
②
〈
諫
め
〉
意
見
。
忠
告
。
諫
言
。 

 

23
．
心
苦
し 

 
  

 

（
形
シ
ク
）
①
つ
ら
い
。
心
配
だ
。
②
気
の
毒
だ
。
見
て
い
て
つ
ら
い
。
→
こ
P208

No.221 

 

24
．
か
し
こ
し 

 
 

（
形
ク
）
①
お
そ
れ
多
い
。
も
っ
た
い
な
い
。
②
す
ば
ら
し
い
。
立
派
だ
。
好
都
合
だ
。 

③
（
連
用
形
「
か
し
こ
く
」
の
形
）
非
常
に
→
こ
P93

No.78 

 

25
．
か
げ 

 
 
 
 

（
名
）〈
影
〉
①
光
。
②
姿
。
形
。〈
陰
〉
お
か
げ
。
庇
護
。
→
こ
P53

No.33 

 

26
．
疵 

 
 

 
 
 

（
名
）
①
物
の
こ
わ
れ
損
じ
た
と
こ
ろ
。
皮
膚
の
破
れ
損
じ
た
と
こ
ろ
。
き
ず
。 

②
不
完
全
な
と
こ
ろ
。
欠
点
。
あ
ら
。
③
恥
。
不
名
誉
。 

 

27
．
は
か
な
し 

 
 

（
形
ク
）
①
頼
り
な
い
。
あ
っ
け
な
い
。
む
な
し
い
。
②
ち
ょ
っ
と
し
た
。
と
る
に
足
り
な
い
。 

→
こ
P94

No.80 

28
．
な
か
な
か
な
り
（
形
動
ナ
リ
）
①
中
途
半
端
だ
。
②
か
え
っ
て
〜
し
な
い
方
が
ま
し
だ
。
→
こ
P144

No.140
欄
外 

29
．
も
の
思
ひ 

 
 

（
名
）
思
い
悩
む
こ
と
。
心
配
。 

 


